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〈編集後記〉 
専修大学社会科学研究所（社研）月報は、創刊以来、本号で 600 号となりました。 
月報第 1 号は、1963 年 10 月 1 日に刊行されていますから、ちょうど創刊 50 年目となります。
社研自体は、専修大学が戦後の新制大学として発足した 1949 年に設立されていますが、1951
年以降休止状態になりました。その後、1960 年に組織された「日本資本主義構造研究会（構造
研）」を母体として、山田盛太郎所長と長幸男事務局長のもとで、1963 年 9 月に「再発足」さ
れ、以後、専修大学の学部横断的な社会科学の総合研究所として、研究活動を続けています。 
月報は、1963 年の社研「再発足」とともに、定期学術刊行物として公刊されました。創刊号
から 600 号に至る 50 年分の月報を紐解いてみると、理論的学術論文をはじめ、国内外の実態調
査の報告、研究会・シンポジウム・共同研究の研究成果など、実に多様な作品が収録されてい
ます。そのいずれもが、その時々の国内外の政治・社会情勢を反映したテーマに関わる研究成
果であり、実に興味深いものがあります。 
本号では、600 号発刊記念特集号として、直近の所長経験者である柴田弘捷・内田弘・町田
俊彦の三氏と村上俊介現所長に、社研の研究活動と今後のありかたに関わる貴重な論稿をお寄
せいただくとともに、宇野派恐慌論と大内力の国家独占資本主義論を手掛かりに 2008 年恐慌に
ついて論じる新田滋氏の『2008 年恐慌における資本の絶対的過剰と管理通過制』と題する力作
を掲載いたしました。なお、巻末に、月報 501 号から 600 号までの総目録と索引を収録いたし
ましたので、ご活用いただければ幸いに存じます。 
（文責：専修大学法学部教授・内藤光博） 
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